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 てんぐさの採藻.、処理の省力

 酉之表市田之脇漁業研究グ》一プ嘩田鉄夫他3名
 水産業改良.普I一反員..大・木..三雄
県水産課漁業機械専間技術員松田与三

 種子島の東海・浦田湊両漁協の主筆漁業であるgらくさ採藻は・まんが手びき・
 による旧態依然とした操業法で、漁期も、夏の終目操業になるため、重労働を余
 饅なくされ、・したがつセ、若年中堅就業者が必要とされてきたが、あいつぐ若手

 の島外転出で・生産力の低下がやだつr方・製品化の蝿程においては・近代的設
 備もなく、選三別、梱包に多大の労力と経費を投入している。この省力イヒを推進す
 ることを目的として、先進地の静岡県を視察したので、その概要を報告します。

 静岡県は伊豆半島の東岸に面す名下田町白浜にある静岡県水試伊豆分場を訪ね一
 2人の担当技師を交えててんぐさ・採藻漁業の概況について説明を聞き、主生産地

 である白浜漁協の漁協長、採藻業者の案内により、漁船の揚縄機の装備状況、操

 法等につき研修、白浜漁協原田天草事務所て1は選別機、梱包機について実施研修。

 なお採藻操業の乗船実習は時化のため断念した。
 /、てんぐさ採藻の現状

 (1)静岡県の総生産高,き∵㌻
 ・・年・1・・…1ン・1億円占鴫協・…1ン・1億円口

 (o操業隻数。一二戸タ
 総数260筆、白浜漁協は26隻が鎌繁している。

 ・)漁法事ニギ
 まんが採藻、I動カ潜水器、裸もぐり亨3?ほ区別される。

 (功漁船規模なら卵乗組員・採藻装甲二
 まんが採藻漁業1・5～2トン!、1三2～㍗0馬力2～3人乗組。
 動力潜水器漁業1～1・・トン.害～10卵・人乗組
 まんが採藻専、1隻につぎ動力捲揚機1基、麦一々が8～9個を装置。

6)漁場

 伊豆半島綿細沖合・・…牝確・囲I壱わ次1り1・ま竜んは干潮線～一・'I・
 携二㌶㌫ご5m位干でに生育'底質㌻岩礁叉は岩石のところが
(6)操業時期

 県漁業調整揮則で陣4月～10月となっているが実際値は4月～9月の約
 120日.～!30日間操業、6月は気候の関係で休漁状態と起る。

(刀操業方法

 耐・纈白馳出港、漁場に着くと船尾の如ら1駄掌えがと投入する。
 。まん苧投入後は、エンジン徴遠で約I10分間隼銑走ナる;一ごゆ際まんがの効
 率を高めるために船は幾分蛇行する回掲縄は動力捲鐸輝をもってロープ.を巻
 取り、まんがを般内に取入れて、ひらくきを処理する。
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 潜水器漁法は顔面藩水器利用のため夫婦による操業船が多く、男は船上操
 船にあたり、女が潜水深藻を行う。

 。2、一一抹藻漁船(まんが曳)の捲縄機あ駆動装蛋

 白浜地方のまんが（採藻器)



 駆動装置は機関室左舷の甲板を利用して、Vプー〕一1個とシャフトを格納
 て1ぎるようにして、このプーリーど主機とをVぺ〃ト3本で直結してある。船撃

 尾ローラー軸と船首ローラー軸は別々に取りつけ、これを主軸にvペルートで.緒
 ぴ、このぺ〃トに各々ぺ〃トおさえを装置して、船首、船尾ローラーをそれぞ

 れ駆動する。

 3I、てんぐ一さの処理

 .水揚されたてんぐさの処理はまず水洗い、乾燥、雑物め除去、選別、梱包の
 5段階に区別される。

 (1)水洗い

 海岸附近の小川を利用し・.約13～15分間衰水牛浸して取りあげる。水
 洗い後6てんぐきは竹寵に入れて各般別に漁膓曇こ引渡し、以後の処理は漁協
 量こおいてする。

 塩抜き時間と乾燥歩留関係
 ⑫てんぐさの活処理と品質に関する研究

(昭和39年11月静岡県永訣伊豆分場研究報告)

    塩抜き時間(分)最初の重さ(8)乾燥後の重さ(8.)乾燥歩留(第)

    11.0003-6032.7

    101.000350百1.8

    301.00035031.8

    601,000一35031.8

    1201-000....33030.0

(司乾燥

 水洗い後のてんぐさは各種類舳こ選別して戸乾する。日乾方法は砂浜、岸
 壁・竹製干場が用いられているが竹製手塩健よる乾燥が効果的である。
 (4)選・別

 伊豆地方てば同じ漁場にまてん、ひらくさ等が群生しているため、同時に

 採集されるので目乾後は各種類健選別する・また選別が容易なとき畔種類別
 に日乾する。この作業は組合員の老婦が日雇労務としてあたる。
 (5)選別機(かき落機)

 てんぐさに附着している貝殻や石灰質.牟どの來雑物や乾燥後の砂落し1ま多
 くの婦女子の・労働を必要とし、多くの時間と経費・を要し、経営品こ及ぼす影響
 が大きかったので、静岡県水試伊豆分場と白浜漁協の共同研究の結果完成さ
 れたものである。この選別機は第1段階でてんぐさに附着している成雑物を
 ローラーで櫛しつぶす日第2段階マはてんぐきと爽雑物を分離する。第3段
 階において塵、粉末の飛散を防止するよ弓に装備され、経ない機のわら行機
 ならぴせこ綿打機の綿ぼくし機の原理が応用されている。
 製作費は1.2。万円～14万円で原動機はモーター、ガンijン、エンジンが

 .使用されるがモーター一の場合∵単軌三相いずれでも1乃馬力で駆動してい
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 る目

 処理能力と経費関係は次のとおりロ

 ケ)処理・重

 1人1日当り多い人でア3氏9、少ない人で4.8畑処理するが、1人1日

 当り平均処理量は5.9脚となる。選別機の処理能力は連続的にてんぐさを

 入れると1分間で51～ろ.8佃てあるがローラーにかけるときのてんぐさ

 の厚さによって異なってくる。

 μ)処理量と経費の比較

 処理量屈々竺u
 1人1日当り処理量

 1的当り処理に要する経費

 30切の処理経費

 人力だけ!機械と入力と併弔

59^91
 4ア5円一

 、、25円1

12.4佃

22.6円
678円

 磯城だけ

 150此g

 ・二
 (ウ)てんく'さ処理による経費

 てんく'さは次の順序て処理される。

 ほす(日乾)一→ぼし返す→集める・一ナ運搬一)選別機一ヲ改良(選

 別)一→丸詰(梱包)

 選別機構造図(かき落機)

外観

 客＼口

内部

ア4ローラー
 4万薇%%"m

∴
ドう /

 一一!・
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均
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 次に全てんく'さ150切を乾燥して、製品30佃を得ることにして計算
 すると不言己のとおりである。

 ω人力のみ5.23人1,437円

 伯)人力と機械4.44人1-0ろ9円

 (C)機械口.62人373円

 Cは機械のみてやったときで選別が完全に行なわれていないのて粗悪晶

 として取扱われる。このことからろ0畑製品の処理経費削減額は一、
 1,437円一1.03g円=398円
1,437円_373円=1,064円

 このうち梱包機が含まれているので、この肖一」減額が35円とのことであ

 るから、選別機による経費肖■」減額は大きい。

 、梱包機について

 高知鼻高岡漁脇が考案したものを導入し、1台約50万円の設備費を重する
 (建物は除く)。白浜漁協では3つの作業場にかき落機4台、.梱包機3台を設

 備している。従来はたるの中に15畑のてんぐさを入れ、足て踏込んで、これ

 を2馴乍って、たるから取出して、合せてろ0切1個として縄かけで荷造りす

 る。人力による1人1日当り能力は約5本で人夫賃600円として、30佃当

 り1日120円の入夫賃を要してきた。この梱包機の導入によって、1人1日

 当り7本の網包が可能となつて、人件費は号5円に肖1」滅された。

 構造は動力源モーター2P,S自一動スイツチ付、I直径約70o〃の円筒型の銅

 製。

 取扱方・法は電源スイツチを入れると、ピストンが動き、まづ左側にピストン

 が寄ると右側の方が開くよ『に一装置されている。この開かれ企右側の円筒に検

 量済みのてんく.さヨ0佃を押入されると、自動的にスイツチが切替ってピスト

 ニノは右側のてんく'さを締めつける。この問に左側の円筒が開くので、と」にて

 んぐさを押入れると、ピストンは自動的に反対向きに始一動し、反復して、てん

 ぐさの圧縮をする。てんく一さの取出しは、両端の著を開いて取り出す。縄包機

 から取出し立てんぐさは約径60㎝、高さ80～85例にでき上っているので、

 これをわら縄で・荷造りする。

 梱包機の構造図/開閉装置てんぐさ箒入F呵一一てタぐさ、30!・

 η機1鰯
∵∴たて∴れ∴



考察

 まんが採藻の動力捲縄機の導・入については、漁場条件に相違があったので、研

 究、改良を加え操業した結果・、従来の手曳操業に比較して、2倍の操業回数をお
 さめ、生産の向上と労力の節減をはかることができたが、今後は駆動装置.ならび
 にまんが(採藻器)についてσ〕改良研究と選別機、梱包機の導入に上り省力化を

 進め、又製品の良質化をはかる点から、水洗いの実施、漁協による買取方卒の採
 用と採操の省力化が進むと・必然的に資源が問題となり・漁場の邦大牟呼起され
 てくるので・新らしい漁場調査の実施等が望まれ戸。

 わかめ加工法'

製造

 本県わかめ生産も養殖技術の樟楓的な普及に伴ない量産が期待さお、ている。こ

 れら養殖わかめは天然産わかめと競合しない2月末頃までに早期収獲販売する必.

 要があるが、処理技術貯蔵法が向上すれば更に増産が期待されるよ弓に考えら一れ

 る。

 生わかめの貯蔵については、喋体のこう素{乍用が極めて強く困難であるため、

 一部地方て冷凍、塩蔵等の方法が行なわれているが、未だ1自一効な方法は見出され

 ていない。

 前年長崎本試において塩基性がん水処理による塙演わかめが好成.積を得たといわ

 れており、又塩屯みわかめを着色、セロフ7ンで遮光した場合の光椀色防止効果

 は緑が比較的大であり、又脱気包装の場合、酸素透過率の大小が大いに彫饗.≡し、

 透過率の小さいポリ幸吉で1ケ月以上}二≒二光によってもクロ・7イルの棚色が防止
 されたことが報告されている。

 わかめ乾製品は向れ.もその貯蔵申に吸湿し、変質、姻色する欠点があり、今後
 「触せない」理晶化と共に地域.の実一席.に即した処理対策を嵌討する必要があるが,

 とりあえず手持ちの資料の中からわかめ利用法に関するものを集・録し参考に供す
 ること』した。



 わかめ加工製品

側品名

理

法 一概 要
 歩留り及び生

 1切』負真価格

 素干わかめ

 乾燥する際必ず海水て洗株し土砂を洗1。・・おとす。又

 太い中肋は裂き乾燥し易いようにすろ。夕方湿気を

 戻し屋内に取入れ翌日日乾。

 梅雨夏季に吸湿し一むれて変質、変色するため短期間

 に迅速に販売しなければならず安価に売買される場

 合が多い。

10川15案

 1～当ミ5円～

 塩抜わかめ

原藻淡水洗樵網掛日乾

 塩分の除去を十分行なわないと吸湿赤変して長く

 眞宇蔽することができない。

 1●～15完

 湯抜わかめ

(徳島)

 他のちのに比し吸湿、発カビし難く晶質よく進歩し

 た製法であるが歩留りが小さい。わかめ少量

 熱湯(静かに引廻し緑変一したら迅速に引上げ)

 冷水固くしほり縄掛日乾

 3～5第

 版わかめ

 (、島根)一

 原疎を少量ずつ真水で2回両手ですごくよ弓にもみ

 ながら洗樵水切鏡(2尺1一づX/尺1寸

 4～5枚間隙のたいtう■寧に並へる)日乾

 晴天4～5時間風通しハ良い日光の良く当る功.所

 ,暫し・と均善`づ一で,乍くなる。

 g第

製品切750円

生

 1片q当一ワ円～

 鳴門わかめ

 わかめ1こ灰をぬりつけて乾燥し更に洗碓し、その灰

 を洗い落して乾燥(生葉10〆に灰1斗)

 π～'ま力口珂理分の少'なし、ツタI事覇の〃ビー、次し、で瑳垂幸…、一座ミ童…

 笹葉がよい。木灰は附着性.悪く、品質を†員寸る場合

 があり晒工程が必要。

15劣

 糸わかめ

(伊勢)

 原罪さヲ攻垣]≠炎刀(彦官…條謁…堆十日車乞(中崩」を匡余く)

 乾燥一一あん抜手でもむ、再三く〕返し白粉を

 生じた時結束。

7第

 味つけわかめ

 ○仮わかめを{史用調味液浸漬日乾1■

 X3寸裁断乾燥室

 ○安部いそ(三重)湯抜わかめ細断調味液一

数分点軌放冷日乾

 ○浦島らカめ(京都府、柔い葉おより調味液

 おぶり1勺内外細断。



もみわかめ

 。島原)

 f島根)

 塩漬わかめ

 (、島原)

 原藻?～苓時間縄掛乾燥一表面水分が乾燥し
 た頃中肋を除くか2～3に裂き15伽間隔切目'

 莚上茶の要領て1もむ一網掛乾燥一更にもむ、3
 回程度繰返し表面に塩、マ=ソト白粉}2～3口

 あん蒸後出してもみ

 ①原褒一十分水洗一一原料1貫に5合塩一一両
 手でもみしほり切って一桶漬

 再度1合塩よく撹はん一晴所貯蔵

 ②原1藻/0～80C海水溶液(鉦氷炭酸ソー
 タ.、フ火責菱イヒヵルシゥムにより弄春液PH珪…基憎三)

 て中肋の緑変.限度煮沸一海水洗椎水切一』
 一翌日10～15%塩まぶし軽くもむ一一翌日1
 更に10第増塩一タンク1週間経過する
 と塩水浮上、水切後ポリセロ袋

  五時間縄掛乾燥一表面水分が乾燥し
  くか2～3に裂き1.5伽間隔切目'8.5%
  .て1もむ一網掛乾燥一更にもむ、3製.品切R10円

  、表面に塩、マ=ット白粉}2～3日土1畑当69円
  でもみカメ密封保存

  一十分水洗一一原料1貫に5合塩一一両
  しぼり切って一桶漬1週間して40完
  塩よく撹はん一晴所貯蔵

  _7o～80℃海水溶液(無水炭酸ソー

 築脱塩、凍結一解凍水洗乾燥
 片リ1,400F…

30-27系1

製品切300円'

生1佃当81円

ドー

 漁場観測速報r12月分)

養殖部

 I旬別平均水温

       不一一■       里水成川檀山

       最高最低最高最低       ㌣“十最1、荒       上190ろ1ア1019871962

       中18.5917531ア85174418.4518.30

       下192518.?518.051ア641ア781ア65

       月平均1925171971ア871ア40llll÷1       前月差一1.85一2.27一2.34一1.97

       前年差一1.01一0.44.`一n.38十□.14



 ○水温は青地区ともに前月に続いて降下をたどり・殊に湾奥ては3C以上ミ)
 低くなっている。

 ○里村の1・月平均水温は1ア・・～i925℃を示し・官一月よりも2℃i:一
 店低くなっている。前年の同期との比較では最低て0・4・最高で約1-C程低
 くなっている。

 ○水成川の月平均水温は1Z40～/ア87'Cで、前月よりも?℃以上低く
 なっている。また、昨年同・舳こは観i'一1店がないので比岐できない。

 ○宇=幕山の一平均水温は/8.62～一18e0℃て、前月から3℃以上低いコ
 昨年同期に化す.と最一高で0.ぺ二底く、最低ては大差はたい。

 ○上ミll..1海津気象台の昭和。1?年1月中旬の西日本海況旬報によると名一海城。
 水1.一里を平年に比べると、ぼし全域に=い二=って低めとなっており。とく111九州
 近1∵=l1ては平年に比べて1～2C低くな・っている一これからも寒波が町1読的1こ
 来三!ずるビデられ、・芒;・1モ・よって水{・一いリ1・リ仏く1なリ・ことに沿粘二←内
 湾てi.亡一・1・芋的にlll・なh;≒え込むおそ:、がちるから圧意を二妄すろとのことてち

 ■漁況

/里村

 総尚獲量は8580々て、,魚種別には前月と同じく禰魚が大半を占めて
 32系、その1七イセェピ、ヒラマサがそれぞれ5:ち,ヤハタ'n3案とたって
 いる。前月に比蚊一;'ると2口20々川増獲。鴛.酬:1には「1賄が2,135佃、
 1=ラマサが355㍑の増獲、一イセエビが`5切とわずかに減焚となっている。

 その他キハダ、イカたと,)すかつ.L増している。

 昨年同均j;こ比べると、総漁ラニ1…量子!.55`畑の減狡とたっていろ。争、種.別
 には瀬魚が1.50iわの増;以こなっている他は、イ・ヒエビが!.三65切、キ

 ハダが890んフの減痩となっているのが主なもの1■ある。

           上■・F下一漁碓1」           一一一一■句別∴月一.一一I■一一一有漁日抜           一一一一

           五割一郷量有舳日数延拙漁船数
           158257960921.80089

           イセエビ535555567547El

           ヒラマサ44?504I一'一■44195一刈5            ]

           一一一

           キハダ347521?225

           キビナゴ1190           イカ4lg引
           プリ11           詞_仁20、。打、、162163.47513



2水成川

 .総漁獲量は4.6q6肋で、魚種別にはフジ・サパが全体のろ8箔、瀬魚の
 15%、キハダ・・ヵツォの11第などが主なものである。前月に比較すると・
 総漁獲一量で2.9.25紬減桝となっている。これを魚種別にみると瀬魚は230
 切、イセエビが約90此gの増獲、イカが585畑の減獲となっているが、前月
 ろ.000切の水揚げのあったツキヒヵ.イが今月は全く見られないので一総獲て滅
 っている。

 昨年同期との比較では.総痩でろ.192此g増獲て・、魚種別にはイセエビが2h2
 佃減っている他は、瀬魚の176切、キビナコ'の177κgの増獲にたっており
 また、昨年同期に水揚げのなかったアジ・サパが1・760片g揚がったことが・
 昨年を上廻る水揚げとたったことである口

          句別1土中下

          下一延.出胸船数薄雌量有幾日数延出独船数独獲量有為日数延出漁船数漁獲還1漁獲量計
          アジ・サパ1一.021.5411742.g、、一.764.4
          瀬魚2フ。.692134'1.9」_7681.1          カツオ21420ろ.45ろ83ワn.0・・司
          イカ17.8711115.4735

          4一114ア2業21柱          キビナゴ　イセエビ∴子÷・ド/口“三」7          フ'リ　1」114ア4一一一
          †

          圭の他.81{291.0÷、5.0925.9          jLL・・。ノ「、。。4.1.695.0
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定置観測(12月分)

養殖部

 O・旬別平均水温・比重。満潮時・.表曄)

         水温℃比重δ15
         旬本年前句差前年同期差I平年差.木年前句差前年同期差平年差

         上1-8.0フ一1.33一敷48一1.102Z00一十n.16十n.21、十n.70

 
        
■

         中1フ121一口.86一口.81一1.0812色.951一旺05十〇.?`十n.67

         下1・・。1一0.21一0.07.Fo.451■26.96十0.01一0.1311一         月平均17531一ろ07一0.151-09・1126971+025十口.0・7
一〇

℃

水温

 18℃台から16℃前後にかけて変動し、上、中旬は平年より約1℃低めで

 あった。20日頃に平年水温まで昇温したが、下旬後半にかけて再び低下し、
 下旬でも平年水温より約皿5℃低めとなった。月平均水温は175℃で、前月
 より3℃降下し、前年同期より□.1℃、平年より0.9℃低めを示した。
比重

 27内外の高かんが・殆んど安定して続いている一。月平均値は27で、前月
 よりΩ.2、平年値より0.6高めであった。

20一

19・

181

17・

16

 ◎、  12月の水温・比重

＼〈。
 ＼ザ(水温)

/,

 ゴ・、一一〇一へ㌧、
 o'一q

、、

 一..一.…・本年
〇一平年

㍉`ぺ
 ・片'

、、/
k6

'

 ノバ＼ヘベ

く

白

'15

27

26

25

 で比炎重)
 ・へ、o

 〆サー一・刈'㌧一ピ小イ''＼γ..一ぺ

 ＼/べく∫一
 決、

ボ.'ニノ1

51015

二11一

20.一530



 、奄美短信

 正月前のつ日位は寒{なカニら!1青烈の口をむかえたいものと期予寺したが依然ワ9

 三0,31日と北:千1-1穴く小1新二{味で、衣が尿一年のスス払し・も1査気あカミらすじま
 い。元日の巳の一出を見ろ,ヨ1ともでき一∴.やはリ年の初めは日の出を見て〃一明けま

 しておめでとうこ一ざいます〃と;._1二字同い三…=し・ものだ・つメこが。

 1907年=乞,…ハ芳「…4=一文は㌃=、兵:三==二一」三;二!一ξしさ£るものはフ=〔いものカミと1-1を乏伝

 ・き、。

 山では処'1こIrツツジの1.;..」=ピ.'1・{'.jゴ=は11子;一ぴ・花かポコ・深緑さをヨ':一…している。.,.!j

 では㌣一く七拝11…からじ〔」6て・毛、・.='ろ㍉か、'

 :一;旺落では年の明けと一し一=こ本1卜!∵〕なキL1.の一』」荷一j;亡がしい。=片カーとF〔n苅千∫の'二Iない

 1.口道{・キピニ」いよの一1二一○.1{わうこの5三:てら・三・コ11.。1・,I一一方.{を4く見・,一ナる一・ザlI・一』1=一・

 ろ。こI.『■ら⊂一一書一.jもこの一t‡月'、二名ると二二.1,.一一.と1二!二ころ、.1・l1`z宇二、ミtミニ;亡=o宇に一兇二…一;を皇ミ

 つ、微.4手だつとその父母、主∫市ごljた“〕iま二1;し・2-1;{り1こ音iい客征≡11,と,こ一ナる。[」山一不一_

 とくに東北姉方では主入、ウ1出㍗し・ヒさリ言らぬといrしこれと対比して良いこと

 か聾…いことか一概に言一えない。。=のような状紋は'>後も続くことてあろう。その

 せいでもあろうか、各部落で見い一t.る周.棋てあろ力;一.サンゴ'礁な構:亘ね1ビー二≡.一、仏

 一直花などで用まれた聚、この。康な風升を見ると;.…二新固に阜i'一つ〔いた三難衛ひn一三…尿

 の写工';カくいj戸=こ1.じつきリ聾i手こ≠乎・んでくる。二さっノプメこ.自,㌧け一{玉一よれ;'二≒(`戻、自一然と一言'えっ

 れ・ろがこれらの人へはなぜ.島に温存て!・=〔いnで～、ろ一}^。黄興、#.:、1'ユー・二j一羊11こよ

 り,害.壱二を『手ナることもラ(きし、。た力;どこも1司しく三チー∀ンが残る、{可かノニ三μ1右上を

 するものがある。

 年明け〔新二『一又{パ`入の次への拘貞、問発1丁い異オ[とはべつ1こ耳1rゲ⊃㌧いことで
 もないが・。突付してくれるとと三七有悔い。それ一1・こそご;・に酬いるべく都民け
 自覚して立ち上らねぱと新年早ぺ,害.うことでIあつアこ。

 さて。衆議員哉挙て町ぺには最挙広報エl11、立合減説会など馴。吏となつτ;さた。そ

 こで・真n政治家を1葉ふことが町の復興につたがること㌧、Etうのであるか、7タを

 あり一て4+なし、こと、こはと『なることぺらら。

cK,r)

争冒
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業 務概況

 §本場

養殖部

 ○ノリ養殖試験

 前月に引続き遮光試験並びに品種比較試験を実施中。
 1月11日第1回冷凍網出庫。
 1月16～17日第2回摘採、収量比較。

 1月下句に入っ・て色落ちがみられたが、遮光区の色は対照より良好。
(担当者新村,椎原)

 ○ワカメ養新自言式験

 蔦輪、谷山地先て引続き実施中。

 1月中旬最高48加となつて業者はすでに間引き採取してし二る。
 (担当者一瀬戸I口)

 ○アコヤ採苗調査

 6～8月に集められた11ヶ所のプランクト1ノ、アコ†幼生放を検腕中。

(担当者瀬戸口)

 ○プワビ'采苗'…弐岳灸

 去る11月18日。26日に艀化した幼生を室内と桜島水族館.外池にて餌
 料種別、飼育水温別の成長、歩減りについて比較試飲を続けているが、成育○

 の良好なものは1月23臼(66日目)には6柵に達したものが認められ、

 飼育条件によって成長、歩減りについてかなりの差異・が出てきている。

 1月末現在残存稚貝数約?.50口憤。r相当者山口)
 0フジツボ調査

 1月5日.r7日.31日に竜ケ水地先。

 1月11日.18日に傾山地先。(担当者一j前田)

'靱

O

造部

 1月11日～13日こいこく製造試験

 観光土産品開発の一環として調味配合割合の柵討。
(担当者全員)

1月12日1三日

 漁村青壮年婦人部大会出席、助言。

(担当者石神,是枝,藤田)

1月14日

 出張牛根のり乾燥機、取扱い指螂口

(担当者木下,黒木)

 1月17日サパ焼干予備試験

(担当者藤田,木下)

 一㍉3・一一



 o1月19日～月.末

 煉製品老化防止試験「担当者是枝)

 o1月19日～21日

 出張下関ウニ、7グ加コニ技粥調査口
(担当者木下)

 o1月23日

 県物産斡旋所打合せ会出席。(出席者別府三…石神)
 o1月24日“25日.サパ焼干製造試験

 水試指定工場又聞信夫氏よりの要請による依頼試験早.(担当者 宰員)

 漁業部し

 。・1月ブ目～20日

 。1月g目～17圓

 漁海況調査、薩南域。(照市丸)

 底刺網試験、大隅半島東部。(かもめ)

調査部

 ○ハマチ養成試験筏撤去

 1月6目磯地先に設置してあった試験筏の撤去を行なった。

 ○漁村青壮年帰入研究グルニプ発表大会

 1月↑・2目～13日1∵同大会に部長他研究員莇言者として出席目
 。40年度事業報告書発送(1月16日)

 o41年度固型餌料によるハマチ養.成試験報告書再纏め(1月中)全員
 ○ハ・マチー内臓の組織学的調査(1月中)(担当者荒牧)一

 §大島分=場二

糠業関係

 ○時化続きのため、ムロ、瀬魚、漁業共に不漁であるが1大島海峡の待網では
 ムロの漁獲が見られている。.

 ○諸鈍湾漁場調査。

製造関係

 ○ウニ液利用試騨'
 O.ナマコ利用状況調査。
 ○かび付試験(継続申)

養殖関係

 ○マヘ稚貝育成12月2.1圓.第5回寵換え
 計1,550個で前回の(11月14目)の1。.715剛こ対してづO.4第で

 沖田し当初2.41.8駅〔対して64.1一系の歩留一りである。
 その成長はSL45～24努平均34.7腕SH26～12捌〃平均1&9舳を示している。

 一14τ


